
大井総合支所

　本議会では、新年度の予算編成や

市長の施政方針、条例などについて

審議。市内循環バスの路線見直し、

こども医療費システム改修、事業仕

分けの実施など、市長の公約に関す

る予算が出されました。条例では市

長の在任期間に関する条例が、賛成

少数で否決。議会最終日には議員か

ら出された「予算案の組み替えを求

める」提起は、賛成少数で否決。「議

員定数を改める条例」は継続審査に

なるなど、最後まで緊張した議会と

なりました。

問

新
市
長
と
し
て
行
政
や
職
員

に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
に
つ
い

て
。

答

常
に
同
じ
顔
ぶ
れ
が
残
業
し

て
い
る
等
、
仕
事
量
の
偏
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
事
務
の
平
準
化
を

図
っ
た
上
、
弾
力
的
な
行
政
運
営

を
実
現
し
、
機
動
的
な
職
員
配
置

が
可
能
に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

地
方
分
権
に
対
す
る
基
本
認

識
に
つ
い
て
。

答

地
方
分
権
に
よ
り
、
中
央
指

導
の
画
一
的
な
縦
割
り
行
政
か
ら

住
民
主
体
の
個
性
的
で
総
合
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
起
こ

り
ま
す
。
自
治
体
間
の
競
争
や
格

差
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

市
に
お
い
て
も
効
率
的
な
地
域
経

営
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
行
政
の
役
割
と
責
務
を
踏
ま

え
つ
つ
、
民
間
の
主
体
的
な
参
画

の
も
と
、
行
政
と
民
間
の
相
互
作

用
に
よ
り
「
新
し
い
公
共
」
を
創

る
公
民
連
携
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

地
方
団
体
の
事
業
仕
分
け
に

つ
い
て
の
意
義
と
構
想
に
つ
い
て
。

答

事
業
仕
分
け
は
市
民
参
画
と

い
う
点
か
ら
仕
分
け
人
と
し
て
市

民
を
加
え
、
議
論
の
場
を
設
け
る

こ
と
で
情
報
公
開
で
き
る
と
考

え
、
市
政
運
営
に
お
け
る
市
民
と

の
協
働
を
図
る
上
で
も
役
立
つ
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

問

合
併
特
例
債
の
期
限
は
残
り

六
年
だ
が
、
活
用
計
画
は
。

答

財
政
面
か
ら
大
変
有
利
な
制

度
の
た
め
、
計
画
的
に
実
施
し
ま

す
。
特
に
、
広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
は
平
成
二
十
八
年
度
稼
働
を

目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
推
進
し
ま

す
。

問

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答

中
学
三
年
生
ま
で
の
段
階
的

な
無
料
化
に
向
け
、
平
成
二
十
二

年
度
は
電
算
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。
ま
た
、
中
学
三
年
生
ま
で

一
度
に
拡
大
す
る
と
、
毎
年
一
億

八
千
万
円
必
要
に
な
る
の
で
、
財

源
の
確
保
を
見
極
め
な
が
ら
実
施

し
ま
す
。

問

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
は
ど

う
す
る
の
か
。

答

大
井
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た

運
行
経
路
を
市
内
全
域
に
拡
大
し

ま
す
。
ふ
じ
み
野
市
役
所
ま
た
は

大
井
総
合
支
所
を
出
発
し
、
ふ
じ

み
野
駅
ま
た
は
上
福
岡
駅
を
経
由

す
る
四
系
統
八
コ
ー
ス
で
す
。

問

地
域
住
民
の
連
帯
で
お
互
い

を
支
え
合
う
共
助
と
、
行
政
な
ど

に
よ
る
公
助
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

効
果
を
発
揮
す
る
社
会
を
。

答

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

え
合
う
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み
を
作

施政方針に対する

総括質疑
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
協
働

型
の
福
祉
社
会
を
目
指
し
た
い
。

問

行
政
運
営
に
係
る
正
確
な
コ

ス
ト
の
把
握
が
必
要
で
は
。

答

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
な
ど
で

行
政
運
営
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
算

出
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
コ

ス
ト
を
よ
り
詳
細
に
把
握
し
、
行

政
評
価
・
行
財
政
改
革
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

問

事
業
仕
分
け
と
行
政
評
価
の

展
開
を
明
確
に
。

答

事
業
仕
分
け
は
、
市
民
目
線

の
観
点
か
ら
市
民
な
ど
を
加
え
て

の
議
論
の
場
を
設
け
、
情
報
開
示

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
行
政
評
価
は
、
行
政
活
動

の
目
標
達
成
度
を
測
り
、
効
率
性

問

歳
入
で
市
税
の
占
め
る
割
合

が
四
七
・
四
％
と
自
主
財
源
の
比

率
が
高
い
。
今
後
も
、
上
野
台
団

地
開
発
等
の
条
件
を
生
か
し
た
土

地
利
用
を
促
進
し
、
税
収
増
を
図

る
べ
き
。
子
育
て
支
援
策
な
ど
ソ

フ
ト
面
の
充
実
も
重
要
。
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
年
齢
枠
の
拡
大

に
、な
ぜ
一
歩
踏
み
出
さ
な
い
の
か
。

答

中
学
卒
業
ま
で
無
料
化
を
進

め
た
い
。
シ
ス
テ
ム
構
築
の
予
算

計
上
が
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

問

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
化
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
や
社
会
福
祉
保
障
の
点

か
ら
、
自
治
体
の
責
任
を
後
退
さ

せ
る
。
財
政
節
約
で
職
員
の
数
を

減
ら
す
と
い
う
考
え
方
は
、
技
術

や
知
識
の
継
承
が
図
れ
ず
、
結
果

的
に
市
民
に
不
利
益
を
与
え
る
。

答

新
規
採
用
を
し
な
い
の
は
職

員
が
不
要
だ
か
ら
と
い
う
考
え
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
件
費
削
減
で

で
き
た
費
用
を
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
振
り
向
け
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

問

近
隣
市
の
市
長
と
施
政
方
針

の
内
容
が
似
て
い
る
。
政
策
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
構
想
日
本
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

答

構
想
日
本
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

政
治
倫
理
条
例
を
す
ぐ
に
提

案
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
今
議

会
で
な
ぜ
提
案
し
な
か
っ
た
の

か
。

答

準
備
不
足
。
可
能
な
限
り
早

い
時
期
に
提
案
し
た
い
。

な
ど
の
視
点
か
ら
評
価
、改
善
し
、

効
果
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
市
民
感
覚
で
判

断
で
き
る
コ
ス
ト
を
判
断
基
準
に

し
た
、市
民
な
ど
の
第
三
者
に
よ
る

外
部
評
価
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

地
方
分
権
時
代
に
向
け
て
の

新
し
い
職
員
像
は
。

答

常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
新

し
い
発
想
で
物
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
行
動
で

き
る
職
員
と
考
え
ま
す
。

問

上
福
岡
駅
東
口
の
駅
前
周
辺

整
備
の
考
え
は
。

答

駅
前
の
狭
あ
い
部
分
の
解
消

は
、
長
年
の
市
民
要
望
で
あ
り
、

一
日
も
早
く
解
消
で
き
る
よ
う
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

第１回定例会
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自民クラブ

合
併
特
例
債
の
計
画
的
活
用

正翔会

地
方
分
権
と
行
政
改
革
の

基
本
的
考
え
は

公明党

新
た
な
協
働
型
福
祉
社
会
を

日本共産党

財
源
あ
る
の
に
な
ぜ
や
ら
ぬ

市民参加で

住住みみよよいい へへ
ままちち
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